
 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 

 

  

● １年生の総合的な学習の時間に、以下の福祉体験活動を実施し

た。 

 ①講師による点字体験講座  

 ②車いす体験  

 ③アイマスク･シニア体験や体験者への補助  

 ④国際ボランティアについて講演  

● 実際に体験してみることで、当事者の気持ちを理解することが

できた。また、当事者の気持ちを理解することで、実際に自分が

支援する立場になったときに、どのような立ち振る舞いをすれば

よいのかを考えることができるようになった。 

●「ボランティア活動」の基礎について学ぶことができた。 

● 「段差」は、自分で車いすに乗ったときも介助をしたときも大変

だった。町の「段差」を減らそうと努力している理由が理解でき

た。 

● ハンディをもつ方にとって介助はとても大切なことであると思

った。また、スロープなど、体の不自由な方達にとって優しい物

がたくさんできればいいと思った。 

● 体験してみると、車いすのコントロールは大変難しかった。 

福祉体験 
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